
令和５年度第１回海老名市市民活動推進委員会 次第 

 

日時 令和５年６月28日（水） 午前10時～ 

場所 海老名市役所７階 706会議室 

 

１ 開会 

 

２ 事業視察の報告について 

(１) えびなみんなにやさしいごはんプロジェクト ・・・・・・ 資料１―１ 

(２) 自主夜間中学「えびなえんぴつの会」 ・・・・・・・・・ 資料１－２ 

(３) 南えびなスポーツクラブ ・・・・・・・・・・・・・・・ 資料１－３ 

(４) まなピタネット ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 資料１－４ 

(５) 相模国分寺跡の景観を守る会 ・・・・・・・・・・・・・ 資料１－５ 

 

３ 議題 

(１) 令和５年度交付団体スケジュールについて ・・・・・・・ 資料２ 

(２) 令和５年度海老名市市民活動推進委員会スケジュール ・・ 資料３ 

(３) 令和６年度「審査申込の手引き」について ・・・・・・・ 資料４ 

(４) 市民活動団体の活性化について ・・・・・・・・・・・・ 資料５ 

 

４ その他 

 

５ 閉会 



（裏面へ） 

令和５年度海老名市市民活動推進補助金 

交付団体事業視察 報告書 

 

１ 団体 

えびなみんなにやさしいごはんプロジェクト 

 

２ 事業概要 

(１) 事業名称 

えびなみんなにやさしいごはんプロジェクト 

みそ作り講座 

(２) 交付金額 

100,000円（入門編） 

(３) 事業内容 

自然栽培の大豆を使用した味噌作りを学び、市販品との違いを感じる 

 

３ 視察詳細 

(１) 日時 

令和５年５月12日（金） 10：00～12：00 

(２) 場所 

えびな市民活動センタービナレッジ３階 調理室 

(３) 出席者 

市民活動推進委員３名 瀬戸副委員長、川田委員、木下委員 

市民活動推進課１名 山田 

 

４ 当日の様子、所見 

(１) 参加者は16名。調理室の規模から丁度の人数と思われる。16名のうち８名

は団体関係者となっており、幅広い年代の方が参加していた。 

資料１－１



(２) 子ども同伴の母親が参加していたが、団体で託児スタッフを手配しており、

講義に集中できていた。 

(３) 参加者は全て女性。 

(４) 講義は話すだけでなくクイズを交えており、終始雰囲気が良く、飽きるこ

とが無く学習できていた。 

(５) 質疑応答の時間も十分とられており、参加者は気になった点を余すことな

く意見交換できていた。 

(６) 味噌の食べ比べなどはしておらず、作った味噌は10月頃食べられるとのこ

とであり、内容の市販品との違いを感じるということはできていないようであ

った。 

(７) 当該団体は、ほかにも事業を実施するため、視察を継続していきたい。 

 

【参考】 

① 受付               ② 開催時の様子（実技） 

 

 

 

 

 

 

 

③ 開催時の様子（講義）       ④ 完成品 

 



（裏面へ） 

令和５年度海老名市市民活動推進補助金 

交付団体事業視察 報告書 

 

１ 団体 

自主夜間中学「えびなえんぴつの会」 

 

２ 事業概要 

(１) 事業名称 

第５回出前講座 発達障碍という止まり木を得て ＆ 落語 

(２) 交付金額 

300,000円（自立編） 

(３) 事業内容 

講師 落語家 柳谷花緑 氏による実体験や成功体験を聴き、見聞を広め

見方・考え方を学びなおす。 

 

３ 視察詳細 

(１) 日時 

令和５年６月２日（金） 14：00～16：00 

(２) 場所 

海老名市文化会館 小ホール 

(３) 出席者 

市民活動推進委員４名 瀬戸副委員長、大島委員、木下委員、塩地委員 

市民活動推進課１名 山田 

 

４ 当日の様子、所見 

(１) 当日は台風の影響もあり参加者は少ない様子であったが、190名の集客があ

った。 

資料１－２



(２) 参加者は高齢の方が中心であり、質疑応答の時間で、発達障害の悩みごと

を聞いており、参加者にとってとてもいい体験であったのではと感じた。 

(３) 冒頭で会の紹介、自主財源の確保（カンパ・本の斡旋など）を試みるなど、

自立に向けた活動がなされていた。 

(４) 講師は、専門家だけではなく、発達障害の当事者であることから、悩み事

などに精通しており、質疑応答の時間が15分では足りないほどであった。 

(５) 当該団体は、ほかにも事業を実施するため、視察を継続していきたい。 

 

【参考】 

① 受付               ② 開催時の様子（公演時） 

 

 

 

 

 

 

 

③ 開催時の様子（落語） 

 



（裏面へ） 

令和５年度海老名市市民活動推進補助金 

交付団体事業視察 報告書 

 

１ 団体 

特定非営利活動法人 南えびなスポーツクラブ 

 

２ 事業概要 

(１) 事業名称 

コロナに負けるな「未病改善」－森林浴と興味津々歴史ウォーキングを通

して－ 

第２回 初夏の香り＆呼吸法で免疫力アップ 

(２) 交付金額 

70,000円（入門編） 

(３) 事業内容 

横須賀水道道 ⇒ 大谷コミュニティセンター ⇒ 海老名ＳＡ ⇒ 農

業アカデミー を４時間程度かけて歩き、健康増進・未病改善につなげる。 

 

３ 視察詳細 

(１) 日時 

令和５年６月９日（金） 11：00～11：45 

(２) 場所 

海老名駅東口 ⇒ 横須賀水道道（スシローの横まで） 

(３) 出席者 

市民活動推進委員１名 木下委員 

市民活動推進課１名 山田 
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４ 当日の様子、所見 

(１) 雨天の影響もあり、８名の参加者のうち３名が欠席。参加した５名は前回

から継続して参加しているとのこと。 

(２) 参加者は高齢の方が中心であった。 

(３) ウォーキングは、先頭と最後尾にスタッフがつく形で案内。列が伸び切ら

ないよう時折足を止めており、参加者に対する配慮が見られた。 

(４) 講師は、団体の会員であり事前にルートを確認することや、歴史を調べて

参加者に披露するなど、団体ならではの活動が見られた。 

 

【参考】 

① 集合               ② 道中のストレッチ 

 

 

 

 

 

 

 

③ ウォーキング中          ④ 視察ルート 

 



（裏面へ） 

令和５年度海老名市市民活動推進補助金 

交付団体事業視察 報告書 

 

１ 団体 

まなピタネット 

 

２ 事業概要 

(１) 事業名称 

まなピタ講演会「発達が気になる子のサポート入門」 

(２) 交付金額 

200,000円（充実編） 

(３) 事業内容 

発達、不登校支援の業界で多くの経験を持つ方の講演を聞き、当事者や保

護者、支援者が知見を広める機会とする。 

 

３ 視察詳細 

(１) 日時 

令和５年６月11日（日） 13：00～14：30 

(２) 場所 

海老名市今泉小学校オープンスペース 

(３) 出席者 

市民活動推進委員２名 渋谷委員長、塩地委員 

市民活動推進課１名 山田 

 

４ 当日の様子、所見 

(１) 参加者は定員の100名に達し、小学校関係者や来賓として教育委員会小宮理

事を迎えた。 

資料１－４



(２) 参加者は、約７割が保護者等の一般参加者であり、３割が支援者であった。 

(３) 講師は星槎大学の阿部教授を迎え１時間半の講演会を実施した。講演会終

了後は、参加希望の支援者のみを対象として意見交換会を開催したとのこと

（参加者は35名） 

(４) 当該団体は、ほかにも事業を実施するため、視察を継続していきたい。 

 

【参考】 

① 開催時の様子           ② 関連団体の紹介チラシ 

 

 

 

 

 

 

 



（裏面へ） 

令和５年度海老名市市民活動推進補助金 

交付団体事業視察 報告書 

 

１ 団体 

相模国分寺跡の景観を守る会 

 

２ 事業概要 

(１) 事業名称 

相模国分寺跡の景観を守るためのまちづくり市民活動計画案作成事業 

～専門家による講演会～ 

(２) 交付金額 

100,000円（入門編） 

(３) 事業内容 

相模国分寺跡の広々とした景観を維持することを目的に、史跡周辺地区の

建物の高さ制限等のルールを団体で検討し、まちづくり市民活動計画案を作成

する。そのために、専門家を招致し指導・助言を受ける。 

 

３ 視察詳細 

(１) 日時 

令和５年６月17日（土） 16：00～18：00 

(２) 場所 

国分コミュニティセンター １階集会室 

(３) 出席者 

市民活動推進委員３名 川田委員、木下委員、塩地委員 

住宅まちづくり課２名 得田課長、小澤係長 

教育総務課１名 押方担当課長 

市民活動推進課２名 近藤課長、山田 

資料１－５



４ 当日の様子、所見 

(１) 参加者は約20名。会員の参加がほとんどとなるが、会員以外の方や初参加

の方等もいたようであった。 

(２) 講師は東京工芸大学の海老澤教授。海老名市都市計画市議会委員も務めて

おり、海老名市に造詣が深い。なお、教授の専門はヨーロッパの建築であり、

史跡等はこの機会で研究したとのこと。 

(３) 講演会は１時間30分の講演と30分の質疑応答で構成されており、質疑応答

の時間では、参加者から感想を中心に活発な意見交換がなされていた。 

(４) 講演会の中で団体の活動目的がはっきりと語られておらず、反対活動団体

と勘違いしてしまいかねないと感じた。そのため、団体代表者にはその旨伝達

を行った。 

(５) 質疑応答の時間において、当市教育総務課担当課長に意見を求める場面も

あったことなど視察としての立ち位置については、今後調整する必要があるの

ではと感じた。 

(６) 今回の視察では、初めて当市の関係部署が随行したため、今後の参考にし

たい。また、当団体の目的は計画案を市に提出することでもあるため、今後の

活動に注視したい。 

 

【参考】 

① 開催時の様子 

 

 

 

 

 

 



令和５年度海老名市市民活動推進委員会　事業視察予定

1
フリースクール SACHI
station

11月上旬 未定 上今泉付近 フリースクール文化祭 教育支援課

2
相模国分寺跡の景観を守る
会

６月17日（土） 16：00～18：00 国分コミュニティセンター 計画案作成に係る専門家からのアドバイス 住宅まちづくり課

3 ABLAZE神奈川 ８月27日（日） 未定 海老名運動公園総合体育館 ドッジボール教室 文化スポーツ課

５月12日（金） 10：00～12：00 ビナレッジ　調理室 みそ作り講座 就学支援課

７月５日（水） 10：00～12：00 ビナレッジ　調理室 地場旬野菜　食べ尽くし、使いこなし講座 就学支援課

８月ごろ 未定 ビナレッジ
映画「いただきます２オーガニック給食編」の上映
会

就学支援課

5 南えびなスポーツクラブ ６月９日（金） 11：00～15：00 横須賀水道自然公園 横須賀水道自然公園巡り 地域包括ケア推進課

6 えびなメサイアの会 12月９日（土） 未定 海老名市文化会館 メサイア全曲の演奏 文化スポーツ課

６月11日（日） 13：00～14：30
今泉小学校オープンスペー

ス
講演会 教育支援課

７月下旬 未定 未定 団体紹介イベント 教育支援課

９月ごろ 未定 未定 勉強会 教育支援課

8
えびなユース合唱プロジェ
クト

７月８日（土） 13：30～ 海老名市文化会館 合唱フェスティバル 文化スポーツ課

9 Root ８月ごろ 未定 勝瀬文化センター 健康講座 地域包括ケア推進課

10
えびなアレルギーサークル
デイジー

７月９日（日） 14：00～16：00 海老名市総合福祉会館 アレルギー講習会（避難所）
危機管理課
市民相談課

６月２日（金） 14：00～16：00 海老名市文化会館
第５回出前講座「発達障害という止まり木を得て」
落語

教育支援課

10月９日（月） 10：00～12：00 海老名市文化会館
第６回出前講座「いじめや不登校のない学校改革」
講演会

教育支援課

12 おおきな木 ７月17日（月・祝） 13：30～14：30 わかば会館 ドラムサークル 障がい福祉課

11 えんぴつの会

当市関係課概要

4
えびなみんなにやさしいご
はんプロジェクト

7 まなピタネット

No 団体名 日付 時間 場所

資料２
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市民活動団体の活性化について 

 

１ 令和４年度の実績 

次のとおり市民活動団体の展示会を２回開催した。なお、ビナレッジ開催時に

はアンケートを実施した。 

期間 場所 展示団体数 

令和４年12月１日 

～23日 
海老名市役所１階 ８団体 

令和５年２月１日 

～26日 
えびな市民活動センタービナレッジ１階 ８団体 

 

２ 今年度の計画について 

(１) 展示会の開催及び対象団体拡大について 

今年度も引き続き展示会を開催し、市内団体の周知機会や横のつながりの

機会を創出し、また、当補助金制度の周知を兼ねて実施したい。なお、実施期

間については、昨年度と同様の12月頃と２月頃の２回としたい。 

展示会に参加できる団体は、現在、補助金交付団体のみとなっているが、

市全体的な市民活動の活性化を目的に、対象団体を拡大したい。その際は、

「展示会に参加できる＝補助金交付対象」ではないことについて、しっかりと

説明を行っていく。 

 

対象拡大例）市内で活動するNPO法人、市内道県人会 など  

 

(２) 海老名市市民活動推進補助金交付満了団体への対応について 

現在、11団体が交付満了となっており、今後も増加していくことが予想さ

れる。当補助金は、団体の自立を促すものであるため、恒久的な補助ではなく

さらなる自立を促すための対応を模索する必要がある。 

 

対応例）市関係部署との連絡調整、NPO法人を目指すための支援、など 

資料５



実施期間 令和５年２月１日～２月２６日

回答件数 ５件（複数回答可）

令和４年度第２回　海老名市市民活動団体展示会　アンケート集計結果

問１　海老名市市民活動推進補助金について、さらに使いやすくなるために、ど
ういった手法が良いと思いますか。

必要書類の簡素化 2 申請区分の新設 3

補助額の増額 事前相談の充実0 1

その他 0

問２　本展示会で興味を持った団体を教えてください。

自主夜間中学「えびなえんぴつの会」

特定非営利活動法人おおきな木

NPO法人海老名里山づくり山仕事の会

3

1

0

Root

海老名のら猫を増やさない会

海老名で第九を歌おう会

生きがい発見塾 まなピタネット1

0

0

2

0

問３　どのような市民活動に参加したいと思いますか。

文化・芸術

スポーツ

保健・医療・福祉

まちづくり

社会教育・学習支援

国際交流・情報

災害救援・地域安全

その他

2

0

0

環境保全

3

0

1

0

3


